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市政だより

昭和54年10月15日 地878

人口の動き

9月 1日現在 前月比

人口計 6 5.0 9 1 十271
3 1.3 3 8 -1-131 
3 3.7 5 3 + 140 
1 8.4 9 1 十 59数

男

女

帯世
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「体育の日」の10月10日、男子 (ソフトボーノレ)12 

チーム、女子(バレーボーノレ)11チームが参加して市

民球技大会が行われま した。

本大会に出場したチームは、各地区での予選を勝抜

いてきた強豪ぞろいで、スタンドからの声援に応えて

好試合が続出していました。

なお、優勝は男子が久原団地チーム、女子が植位、3

丁目チームでした。
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毎月1B・15日発行 発行所/大村市役所 編集/秘書広報課 印刷所/九州凸版株式会社
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未婚の女性も適用 i 
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現
在
、
七
十
歳
以
上
の
老
人
、

心
身
障
害
者
、
母
子
、
寡
婦
、
乳

幼
児
な
ど
に
福
祉
医
療
費
が
支
給

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
乙
の
ほ
か
に

六
十
歳
以
上
の
未
婚
の
女
性
に
も

十
月
一
日
以
降
診
療
分
の
医
療
費

(
入
院
医
療
費
に
限
る
〉
が
支
給

さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

該
当
さ
れ
る
人
は
、
福
祉
課
で

申
請
し
て
下
さ
い
。

該
当
者
未
婚
の
女
性
で
次
の
要

件
に
該
当
す
る
人

。
六
十
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
人

。
前
年
分
の
所
得
税
が
課
税
さ
れ

て
な
い
人

。
扶
養
義
務
者
と
生
計
を
同
じ
く

し
な
い
人
(
生
計
を
同
じ
く
す

る
扶
養
義
務
者
の
す
べ
て
が
重

度
心
身
障
害
者
ま
た
は
老
人
医

療
費
受
給
者
で
あ
る
と
き
は
対

象
と
す
る
)

。
原
爆
被
爆
者
手
帳
、
医
療
保
護

家
庭
な
ど
の
医
療
費
公
費
負
担

制
度
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い

人
※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ

地
価
調
査
価
格
を
閲
覧

J九
.lJニ

一
般
の
土
地
取
引
き
に
お
け
る

地
価
の
水
準
に
つ
い
て
、
正
し
い

知
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

国
土
利
用
計
画
法
施
行
令
に
基
づ

き
基
準
地
の
価
格
(
七
月
一
日
現

在
)
が
、
十
月
一
日
に
公
示
さ
れ

ま
し
た
。

乙
れ
は
、
土
地
一
取
引
価
格
の
目
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※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

画

部

用

地

課

〆¥

安
と
な
っ
た
り
、
公
共
用
地
の
取

得
価
格
の
算
定
基
礎
資
料
な
ど
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
閲
覧
に
供
す
る
た
め

関
係
台
帳
を
企
画
部
用
地
課
に
備

え
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い

な
お
、

基
準
地
は
宅
地
が
大
村

地
区
四
カ
所
、
西
大
村
地
区
五
カ

所
、
竹
松
地
区
三
カ
所
、
福
重
地

区
一
カ
所
、
松
原
地
区
一
カ
所
で

林
地
が
鈴
田
地
区
に
一
カ
所
、
い

ず
れ
も
都
市
計
画
区
域
内
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

~

青

色

申

告

の

お

す

す

め

一

所

得

税

は

、

納

税

者

が

自

分

こ

の
青
色
申
告
が
で
き
る
の
一

…
で
所
得
や
税
金
を
計
算
し
て
自
・

は
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
…

一
告
す
る
申
告
納
税
制
度
が
た
て
山
林
所
得
の
あ
る
人
で
す
。
-

一
ま
え
で
す
。

青
色
申
告
を
す
る
場
合
は
そ
・

一
毎
日
の
取
引
き
を
帳
簿
に
つ
の
年
の
三
月
十
五
日
ま
で
〈
新
一

一
け
そ
れ
に
基
づ
い
て
正
確
に
所
し
く
開
業
す
る
場
合
は
開
業
の
-

…
得
税
の
申
告
を
す
る
人
に
は
、
日
か
ら
二
カ
月
以
内
)
に
「
青
…

一
そ
の
計
算
上
有
利
な
特
典
が
受
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
税
務
一

・
け
ら
れ
る
「
青
色
申
告
制
度
」

署

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

一

が

あ

り

ま

す

。

せ

ん

。

そ
の
特
典
と
は

青
色
申
告
の
帳
簿
は
、
現
金
一

一
①
青
色
申
告
控

除

十

万

円

出

納

簿
な
ど
の
簡
単
な
帳
簿
で
一

一
②
事
業
専
従
者
控
除
(
そ
の
事

も

か

ま

い

ま

せ

ん

。

目

一
業
に
従
事
し
て
い
る
親
族
に
な
お
、
記
帳
の
指
導
は
税
務
一

一
支
払
う
乙
と
の
で
き
る
給
与
)

署
や
税
理
士
会
、
商
工
会
議
所
一

一
③
貸
倒
引
当
金
や
価
格
変
動
準

青
色
申
告
会
、
日
本
税
務
協
会
一

-

備

金

制

度

税

務
相
談
所
な
ど
で
行
っ
て
い
一

一
な
ど
、
多
く
の
特
典
が
あ
り

ま
す
。

H

一

ま

す

。

一

付
組
織
の
方
々
を
対
象
と
し
て、

阿
蘇
・
九
重
・

太
宰
府
の
旅
(
二

泊
三
日
)
を
企
画
し
ま
し
た
。

皆

さ
ん
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。
出
発
日
十
一
月
六
日
、
十
二
日

十
七
日
、
二
十
一
日
二
十
四

日
、
二
十
七
日
、
二
十
八
日

旅
費
(
一
人
)
二
万
六
千
九
百

円
(
貸
切
パ
ス
利
用
)

※
詳
し
く
は
保
険
年
金
課
ま
た
は

各
出
張
所
に
パ
ン

フ
レ

ッ
ト
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
タ
生
き
が
い
旅
行
'

阿
蘇
・
九
重
・
太
宰
府
の
旅

社
団
法
人
・
日
本
国
民
年
金
協

会
で
は
、
国
民
年
金
創
建
二
十
周

年
を
記
念
し
、

国
民
年
金
の
被
保

険
者
、
受
給
者
、
年
金
委
員
、
納

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

下
水
道

親
崎
允

長
崎
空
港
の
中
固
定
期
航
空
路

開
設
を
記
念
し
、
日
中
友
好
の
翼

大
村
市
親
善
訪
中
団
を
百
十
五
名

で
編
成
し
、
九
月
二
十
六
日

i
十

月
三
日
ま
で
八
日
間
に
わ
た
り
中

国
の
上
海
・
杭
州
・
北
京
の
三
都

市
を
訪
問
し
、
無
事
目
的
を
は
た

し
帰
国
し
ま
し
た
。

訪
問
地
に
お
い
て
は
、

各
革
命

委
員
会
や
中
日
友
好
協
会
を
訪
問

し
た
ほ
か
、
工
場
や
学
校
な
ど
も

築
く
熱
意
で

伸
び
る
町

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

大
村
市
長
帰
国
あ
い
さ

見
学
し
て
親
交
を
深
め
る
と
と
も

に
、
農
業
技
術
の
交
流
を
申
し
入

れ
て
き
ま
し
た
Q

特
に
杭
州
市
に
は
、
お
互
い
に

第
三
番
目
の
定
期
航
空
路
の
開
設

空
港
を
持
つ
市
と
し

て
、
友
好
都
市
の
提

携
を
申
し
入
れ
て
き

ま
し
た
。

今
後
で
き
る
乙
と

な
ら
、
中
国
の
農
業

技
術
者
を
本
市
に
受
け
入
れ
、
技

術
交
流
を
図
り
、
更
に
友
好
親
善

を
深
め
て
い
く
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
。な
お
、
訪
中
に
お
い
て
の
諸
行

事
に

つ
い
て
は
、
シ

リ
ー
ズ
で

お
知
ら
せ
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す。

万里の長城

つ
杭州市革命委員会付主任(中央)と歓談する戸島市長(右)

今一
一J
F一

-
t二
f

〉
三
九三一
{
J1
J
2
3
1-
t
J1
f
f
J
7
、J
2
t
J1
f九

八

-

-

忍
粧
品
繋
縛
繁

い

メ
均
約
‘

崎
町

一
d

S

L

り)メト
n
eh
敬
必
嘉

一
発
掘
さ
れ
た
古
代
の
大
村

①

関

酔

臨

…

f

考
古
学。

乙
れ
は
、
人
聞
が

ど

紹

介
し
ま
す
。

瞬
醐
噛
域
調
柑
岡
温
岨
圏
臨
鵬

欝

v

国
E
3
3
F
h同
問

調

aav圃
da--EE島
問

J

ム

残
し
た
物
か
ら
過
去
の
人
間
の

1調
査
は
ど
の
よ
う
に
」

欝

験

際

庫

区

脳

園

駅

棺
い

~

生
活
、
社
会
の
様
子
を
知
る
学
「
|
進
め
ら
れ
る
か

11-
J
・

・

・

田

園

メ

ん

園
田
慮
義

----z圃・
・
圃
彊
カ
}

叫
問
で
す
。

遺
跡
は
地
下
に
埋
も
れ
て
お

闇

醐

盤
圃

・

闘

ι幽
・
園
開

v

おおの
や
すま
ろ

り

、
ス
コ
ッ
プ
と
移
植
ゴ
テ
、

醐
盟
副
圃
圃
園
・
・
・
・
・
圃
園
理

J

川

高

松
塚
、
太
安
万
自
の
墓
と

盟

国

留

閤

遡

臨

γ

時
に
は
竹
ベ
ラ
や
竹
ぐ
し
で
、

闘

E
E開瞬
幽
堅
調

園

署

~

言
え
ば
良
く
ど
存
じ
と
思
い
ま

醐
盟

国

国
園
田
露

軍

司

F

土
を

一
枚
一
枚
丁
寧
に
剥
ぎ
と

自

国

圃

自

国

醜

時

:

d

v

す
。
こ
の
大
村
市
で
も
多
く
の

圃

圃

圃

圃

圃

圏

園

田

園

圏
朝

日

…

っ
て
い
き
ま
す
。

圃
・
圃
園
圃
闘
圃
園
・
週
週
明

L

F

い
せ

き

幽

圃

・

・

・

・

・

・

圃
圃
圃
限
必
船
・
開

hmE

叩

遺
跡
が
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
が

土

器
や
石
器
が
出
て
も
、
す

J
U灯
別

刷

引

出

ド

~

(
そ
の
一
つ
が
黒
丸
遺
跡
で
す
。
ぐ
取
り
出
し
た
り
し
な
い
で
、
一
r
i
l
l
l
l
i
-
-
-
-
I
l
l
i
-
-
-
M
 

V

遺
跡
は
郡
川
の
河
口
南
側
で
状
況
を
見
な
が
ら
写
真
を
撮
り
今
か
ら
約
三
千
年
前
の
カ
メ
~

'

黒
丸
町
か
ら
沖
田
郷
に
か
け
て

番

号
を

つ
け
図
面
に
記
載
し
ま

棺

(写
真
)
で
、
縄
文
時
代
の
へ

一

広
大
に
広
が

っ

て

い

ま

す

。

す

O

H

何
が
d

H

ど
こ
か
ら
H

墓
は

一
般
的
に
は
土
を
掘
っ
た
の

》

都
市
下
水
路
の
工
事
中
に
発
庁
ど
の
よ
う
に
u

出
て
き
た
か
だ
け
で
、
そ
の
中
に
じ
か
に
遣
~

九
見
さ
れ
、
二
回
に
わ
た
る
予
備
が
重
要
な
の

で

す

。

体

を

埋

め

る

の

で

す

が

、

時

代

い

~
調
査
の
あ
と
、
昨
年
の
十
一
月
皆
さ
ん
の
住
い
を
考
え
て
み
も
終
り
ご
ろ
に
な
る
と
、
大
き
れ

引
か
ら
今
年
の
六
月
ま
で
本
格

的

て

下

さ
い
。
家
の
形
は
さ
ま
ざ
な
カ
メ
に
入
れ
て
埋
葬
す
る
墓

~

汎
な
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
で
す
が
、
ど
の
お
宅
で
も
台
が
流
行
し
ま
す
。

ν

~

'
そ
の
結
県
ブ
乙
の
あ
た
り
は
所
に
は
鍋
や
茶
碗
類
、
玄
関
に
そ
の
時
代
の
道
具
は
と
い
う
ん

い
実
需
龍
(
約
三
千
年
前
)
は
ク
ツ
と
い
っ
た
具
合
に
、
そ
と
、
粘
土
を
誌
て
鰐
た
土
一

~
頃
か
ら
人
が
住
み
つ
き
、
古
墳

の

場

所
に
合
っ
た
物
が
あ
る
は
器
、
そ
し
て
磨
製
や
打
製
の
石
〉

お
の

乙
〈
ょ
う
せ
き

ρ

(
時
代
(
約
千
五
百
年
前
)
頃

に

ず

で

す

。

斧

、

そ

れ

か
ら
黒
曜
石
で
作
っ
〈

せ
き
ぞ
〈

ヤ
は
、
こ
の
一
帯
が
大
村
の
中
心

で
す
か
ら
、
遺
跡
で

タ

ど

の

た

石
鍍
な
ど
で
す
。
乙
の
黒
曜
、

へ
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
っ
た
の
よ
う
な
物
多
が
，
ど
の
よ
う
な
石
は
針
尾
島
や
亀
岳
、
そ
れ
か

山

~
で
す
。

状

態

9

で
出
る
か
に
よ
っ
て
、
ら
伊
万
里
の
腰
岳
に
産
す
る
石
ん

ψ

乙
の
黒
丸
遺
跡
に
つ

い

て

、

そ

こ
で
何
が
行
わ
れ
て
い
た
か
で
、

当
時
の
交
流
を
示
し
て
い
へ

九
今
回
か
ら
何
回

か

に

わ

た

っ

て

が

分

る

の

で

す

。

ま

す

。

H
川

し
V

J
--
・
1
・f
t
'
t
z--e
J
e
，--J
、，
f
e-
-，、
.
-
z
e
J
t
er--
3e'τ

ご、、，
z
三
，、、
f
'
'J
R
一--一、，
e，一-
-‘、
y
一三一
，‘、
一‘--'
sr
，--、
町、J
-
3

・、‘
~

黒

丸

遺

跡

シ

リ

ー

ズ
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「ゴミの排出に l 

協力を」

一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ゴ

ミ
の
量
は
年
々
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

不燃物は決められた日に

日
常
生
活
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
、

燃
え
る
物
、
燃
え
な
い
物
な
ど
様

々
で
す
が
、
そ
の
収
集
も
よ
り
早

く
、
よ
り
多
く
、
よ
り
広
く
収
集

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

そ
乙
で
、
各
家
庭
に
お
か
れ
で

も
、
も
う
一
度
廃
品
の
回
収
、
再

生
利
用
の
工
夫
、
ゴ
ミ
の
自
己
処

理
、
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
量
を
少

な
く
す
る
な
ど
の
工
夫
も
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
。

排
出
さ
れ
る
場
合
は
、
次
の
要

領
を
よ
く
守
っ
て
収
集
し
や
す
い

よ
う
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

燃

え

る

コ
句
旬
、

一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
台

所
な
ど
の
生
ゴ
ミ
は
、
水
を
よ
く

切
っ
て
不
用
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

れ
、
紙
く
ず
な
ど
と
一
緒
に
散
乱

一

昭

和

町

年

版

一

一

県

民

手

帳

の

予

約

受

付

一

一
県
民
必
携
の
総
合
手
帳
を
ぜ
頒
価
〔
大
型
〕

一一

一

百

円

一

一

ひ

ど

愛

用

下

さ

い

。

〔

小

型

〕

一

一

百

円

一

一
様
式
〔
大
型
〕
∞
ふ
伺
×
ニ
・
芝
山
申
込
締
切
十
月
三
十
日
一

一

〔

小

型

〕
?
∞
侃
×
H
0

・

∞

伺

申

込

先

企

画

部

企

画

課

一

『
d

」

み
』

し
な
い
よ
う
な
方
法
で
出
し
て
下

さ
い
。乙
の
場
合
生
ゴ
ミ
は
、
ゴ
ミ
容

器
の
中
で
保
管
し
、
犬
や
猫
か
ら

の
散
乱
を
さ
け
て
下
さ
い
。

ま
た
、
ジ
ュ
ー
ス
缶
、
空
缶
、

小
ピ
ン
な
ど
は
不
燃
物
で
す
か
ら

絶
対
燃
え
る
ゴ
ミ
の
中
に
入
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

不

燃

物

一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
不

燃
物
は
、
ピ
シ
類
、
缶
類
、
金
物

く
ず
、
ガ
ラ
ス
く
ず
、
陶
磁
器
類

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
廃
容
器
類
、
金

属
家
具
類
に
限
り
ま
す
。

持
ち
出
す
場
合
は
「
決
め
ら
れ

た
も
の
を
、
決
め
ら
れ
た
日
に
、

決
め
ら
れ
た
場
所
に
」
散
乱
し
な

い
よ
う
に
不
用
な
袋
な
ど
に
入
れ

て
出
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
ス
プ

レ
l
缶
な
ど
ガ
ス
が
入
っ
て
い
る

容
器
は
、
底
に
穴
を
あ
け
て
安
全

な
状
態
で
出
し
て
下
さ
い
。

事
業
者
の
方
に
特
に
お
願
い

ー
ー
-
暴
挙
活
動
か
ら
生
ず
る
l
1
-

一
一
般
廃
棄
物
の
処
分
に
一

「
|
つ
い
て
l
l
I
l
l
i
l
i
-
-
-

事
業
活
動
(
事
務
所
、
商
庖
、

食
堂
な
ど
)
か
ら
出
る
ゴ
ミ
(
生

.コ

ミ
、
不
燃
物
な
ど
)
は
、

事
業

者
が
自
分
で
直
接
処
理
す
る
の
が

原
則
で
す
。
従
っ
て
市
は
戸
別
の

収
集
は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
次

の
要
領
で
適
正
に
処
分
し
て
下
さ

搬
入
場
所
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
森

園
町
)

※
不
燃
物
と
可
燃
物
を
分
別
し
て

自
己
搬
入
し
て
下
さ
い

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

縄
入
受
付
時
間
〔
平
日
〕
午
前

九
時

t
十
一
時
三
十
分
ま
で
、

午
後
一
時

t
四
時
ま
で

〔
土
曜
日
〕
午
前
九
時

t
十
一

時
三
十
分
ま
で

※
土
曜
日
の
午
後
と
日
曜
日
、
祝

祭
日
は
休
務
で
す
の
で
搬
入
で

き
ま
せ
ん

処
理
手
数
料
百
キ
ロ
ま
で
毎
に

二
百
円
(
搬
入
時
に
納
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
)

-

|

|

ゴ

ミ

の

減

量

に

-

「
|
|
|
ご
協
力
を

I
l
l
-

ダ
ン
ボ
ー
ル
、
空
ビ
ン
、
紙
類

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
訴
に

鉄
く
ず
類
な
ど
の
資
源
ゴ
ミ
は
、

廃
品
回
収
業
者
に
引
取
っ
て
も
ら

う
な
ど
し
て
、
で
き
る
限
り
ゴ
ミ

の
減
量
に
ど
協
力
下
さ
い
。

i 

あ

な

た

の

意

見

を
ji---

叩
月
内
日

1
初
日

十
月
十
五
日

t
二
十
日
ま
で
の

一
週
間
は
道
路
標
識
週
間
で
す
。

道
路
の
案
内
標
識
は
、
道
路
を

利
用
す
る
人
の
情
報
板
の
役
割
を

し
て
い
ま
す
。

O
正
し
い
位
置
に
立
っ
て
い
る
か

O
正
し
い
標
示
を
し
て
い
る
か

O
汚
損
し
て
い
な
い
か

O
案
内
標
識
が
な
く
て
迷
惑
し
て

い
な
い
か

道
路
標
識
週
間

な
ど
、
本
当
に
そ
の
目
的
を
果

し
て
い
る
か
を
調
査
し
、
標
識
の

整
備
水
準
を
高
め
る
資
料
作
り
を

す
る
週
間
で
す
。

案
内
標
識
に
つ
い
て
あ
な
た
の

ど
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

連
絡
先

県
土
木
部
道
路
維
持
課

(
雷
長
崎
旬

l
O
五
O
四
)

県
諌
皐
土
木
事
務
所
道
路
課

(雷
諌
早
②

l
o
u
一O〉

国

民

年

金

の

保

険

料

も

う

納

め

ら

れ

ま

し

た

か

二
期
分
(
九
月
ま
で
)
の
保
険

料
は
も
う
納
め
ら
れ
ま
し
た
か
。

納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
も
う
一

度
お
確
か
め
下
さ
い
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
、
万

一
事
故
が
あ
っ
た
と
き
障
害
年
金

や
母
子
年
金
、
将
来
の
老
齢
年
金

さ
え
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

事
故
が
お
き
た
と
き
に
、
あ
わ

て
て
保
険
料
を
納
め
て
も
間
に
合

い
ま
せ
ん
。
保
険
料
は
忘
れ
ず
に

納
め
ま
し
ょ
う
。
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東あなたのやさしさを隣人に- ※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

金婚力ップ49組に

祝賀状と金杯を贈る

市は10月5日、結婚50年を迎えた飯盛丈太郎さん、
満代さん夫婦ほか48組の金婚カッフ。ノレを福祉セジター
に招き、戸島市長から 、祝賀状、と記念の 、金杯、を各
夫婦に贈りました。この記念品贈呈は今年で4年目で
老人福祉週間行事のーっとして行われている ものです
おめでとうございました。

、赤い羽根、空から第1号

赤い羽根の「共同募金運動」が始った10月1日、全
日空機で 、第1号、が空輸され、乗務スチューワデス
の志水裕子さん、山田美穂さんから大浦助役に伝達さ
れました。あかるく、しあわせな社会を築くために、
皆さんの暖いご援助とど協力をお願いします。 今年も
あなたの胸に 、正義と勇気、 の赤い羽根をー一。

一肌えで、

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

南北

お年寄りは意気盛ん

老人スポーツ大会にぎわう

第5回大村市老人クラブ連合会スポーツ大会が9月
28日、 市営陸上競技場に 約1.600人のお年寄りが参加
して行われました。入場行進のあと競技に入りました
が皆さん元気一杯で、マラソンやロマンス旅行、地区
対抗のボーノレ送り競走など多彩な種目でにぎわい、 楽
しい秋の一日をすごしました。 乗

る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

角館コーナーを新設

館

成辰の役を縁Iζ7月18日、本市と角館町 (秋田県仙
北郡)は姉妹都市の締結を行いましたが、両市町の文
化的交流のーっとして、乙のたび史料館では姉妹都市
史料コーナーを新設、北伐日誌や浜田謹吾少年の写真
調印時の資料や写真などを展示しています。皆さん多
数ご来館下さい。

料史J.L 市

西



一
保
健
所
が
市
病
跡
へ
移
転

…

大

村

保
健
所
は
、
庁
舎
新
築

の
た
め
次
の
と
乙
ろ

へ
移
転
し

一
ま
し
た
。

一

な

お

引
越
し
ゃ
事
務
所
内
整

一
理
の
た
め
、
業
務
が
で
き
ず
ご

↑
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

;ぉ4ι.... 
iし W唱胃液弘
! ら子-7J~議E 1
1 せ;-t~弓 j

な
お
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
な
い
と

乙
ろ
、
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
加

入
し
て
い
な
い
人
は
福
祉
課
窓
口

で
診
査
票
を
受
け
と
っ
て
下
さ
い

受
診
医
療
機
関
地
区
老
人
ク
ラ

ブ
ご
と
に
指
定
さ
れ
た
医
院

※
健
康
診
査
記
録
票
を
ど
持
参
下

大」い。

受
診
期
聞

こ
般
診
査
〕
十

一

月
一
日
J
三
十
日

〔
精
密
検
査
〕
十
一
月
三
十
日
ま

で
の
聞
に
担
当
医
と
打
合
せ
て

下
さ
い

※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

〔視
力
〕
裸
眼
両
眼
共

一・

o

以
上
、
色
盲
不
可

(
身
長
〕
一
七

O
冊
以
下

〔
体
重
〕
六

O
M以
下

募
集
締
切
日
十
一
月
三
十
日

推
選
試
験
日
十
二
月
三
日

養
成
期
間
一
カ
年

提
出
書
類
・

受
験
申
請
書
(
競

走
会
に
あ
り
ま
す
)

・
写
真
三
枚

〈
タ
テ
五
側
、
ヨ
コ

四
伺
)
ス
ピ
ー
ド
写
真
不
可

.
履
歴
書

※
詳
し
く
は
社
団
法
人
・

長
崎
県

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会

(
玖

島
郷
一
五
、
曾
②
t

六
一
九
四
)

へ

(6) 

け
て
い
な
い
幼
児
も
受
診
し
て

下
さ
い

日
時
十
月
二
十
五
日

午
前
九
時

t
十
時
、
午
後
一
時

l
二
時
受
付

場
所
市
役
所
第

一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
一

し

ま

す

。

-

移

転

先

旧
市
立
病
院

(
松
並
…

二

丁

目

一

八

四

|

ご

一

業
務
開
始
十
月
十
五
日
か
ら
…

(
大
村
保
健
所
)
一

りおおむ

-
老
人
健
康
診
査

市政だより

場
所

市
役
所
健
康
相
談
室

11月の妊婦と乳幼児の健康相談日程
日l 時間 |場所|対 象 1

61盟づ哩旦旦豆l生後間までの乳児l
13:30-15:001福重出張所妊婦と乳幼児 | 

1 9:30-11:00!'1- -L.， ... 1C  .......1 1121_ ~. ~~ ::. ~~ !竹松 出 張 所|乳幼児
1--113:00-15:001" '1 
山:30-11: 001旧市 立 病 院|性凶蛾捌…後創仙4←川…~寸引6肋Mカ川月哩哩旦
|!j…0削削伽山|川川9:
61 9止:3叩0-1日1:0側0耐!三浦出 張 所|但旺婦と乳幼児

老
人
の
健
康
保
持
と
福
祉
の
増

進
を
図
る
た
め
、

六
十
歳
以
上
の

人
を
対
象
と
し
た
健
康
診
査
を
行

い
ま
す
。

健
康
診
査
を
希
望
す
る
人
で
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い
る

人
は
、

会
一
長
さ
ん
に
通
知
し
て
い

ま
す
の
で
地
区
会
長
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

注
射
と
検
診

11月の健康相談日程
口 | 内 容 l
~J_9:00-11:00 1-L3:00-16:0_0 _1 
I 5 1 妊婦 相談 |一般健康相談 |

7 1 乳幼児相談 !妊婦教室(第1回)1
lzi JPJτ「 妊婦教室(第2回)1
!瓦ヨ玩布設 ~ í8:房長室扇面|
|五1_________一一iE融 制回)1

-3歳児
健
康
診
査

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

対
象

昭
和
五
十
一

年
四
月
生
ま

れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
五

十
年
十
月

t
五
十
一
年
三
月
生

ま
れ
で
、
ま
だ
健
康
診
査
を
受
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-
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
会
職
員
(
審
判
・
検

査
)

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
栄
養
、
し

つ
け
の
面
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
生
後
五

カ
月
ま
で
に

一
度
は
お
で

か
け
下
さ
い

な
お
、
大

!日!診療科目 !医院名 l所在地 !電話 l

13
内 科|藤 井内 向 町

i2州
d産婦 人科|福田産婦人科f丁目目別
4小児科i田)11小児医院:武部郷 124000l
整 平外科|橋口整形外科|竹松本町i5-87391

内 科)与那城医院|池田新町:3-55751
1111 
皮膚科i佐伯皮膚科|武部郷 :2-433O!

ll内科i-ti-441j181 
1|外 科!松尾外科!東本町 12-33311

123!内 科(中村医 院i春日町 件2733
23i 
|内 科1本郷医院|武部郷 12-3659

i，Lf>- 1.J>P ~ =1 

|( | |古町内 科松永医院I ~ 丁目 12側
25i 1 ""~，;.，:; : i外・旺門科i山道医院|桜馬場 13-2305; 1" ，-， ""1"'.. ~ ~ ，/ul 2丁目 |

資
格

〔年
齢
〕
満
二
十
歳

t
二

十
五
歳
ま
で

〔
視
力
〕
裸
眼
両
眼
共

一・

o

以
上
、
色
盲
不
可

〔学
歴
〕
高
卒
以
上

募
集
締
切
十
一
月
八
日

推
選
試
験
十
一
月
十
二
日

※
詳
し
く
は
社
団
法
人
・

長
崎
県

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
(
玖

島
郷

一
五
、
雷
@
l六
一
九
四
)

へ

11月の日曜・祭日当番医

午前g時~午後6時

村
保
健
所
で

「
行
っ
て
い
ま
民

し
た
乳
児
相

談
は
‘
十

一

月
か
ら
旧
市

立
病
院
で
行

い
ま
す
。

募

集

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

-
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

選

手

診療時間

お
子
さ
ん
の
こ
と
や
、

妊
娠
ま

た
は
避
妊
な
ど
に
つ
い
て
相
談
が

あ
る
人
、
血
圧
が
気
に
な
る
人
な

ど
、
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い。

資
格
昭
和
三
十
年
四
月

一
日

t

昭
和
三
十
七
年
三
月
三
十
一
日

住
み
よ
い
町
の

下
水
道

基
礎
づ
く
り

※ 

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)
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コ」
み
』

も

よ

お

し

-
中
央
公
民
館

グ
ル
ー
プ
作
品
展

中
央
公
民
館
の
教
室
が
動
機
と

な
っ
て
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

の
日
ご
ろ
の
成
果
を
展
示
発
表
す

る
と
共
に
、
グ
ル
ー
プ
相
互
の
交

流
を
図
る
グ
ル
ー
プ
作
品
展
を
開

催
し
ま
す
。

秋
の
ひ
と
と
き
を
、
お
楽
し
み

下
さ
い
。

期
間
十
一
月
一
日

t
四
日
(
午

前
九
時

t
午
後
四
時
三
十
分
)

場
所
中
央
公
民
館

展

示

油

絵
、
写
真
、
リ
ボ
ン
フ

ラ
ワ

l
、
木
彫
、
墨
絵
、

書
道

一
交
通
事
故
相
談

圃

(

毎

月

第

四

火
曜
日
)

一

日

時

十
月
二
十
三
日

午

…

前

十

時

t
午
後
三
時

一
厚
生
・
国
民
年
金
相
談

-

〈

毎

月

第
四
水
曜
日
)

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

手
芸
、
組
ひ
も
、
孔
版
画
(
ガ

リ
パ
ン
)

※
手
づ
く
り
お
や
つ
の
喫
茶
室
も

設
け
ま
す
。

-
秋
の
中
地
区
公
民
館

合
同
グ
ル
ー
プ
展

中
地
区
公
民
館
で
活
動
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
の
合
問
、
グ
ル

ー
プ
展

を
開
催
し
ま
す
。

期
間
十
一
月
三
日

t
五
日

午
前
九
時
J
午
後
四
時
三
十
分

場

所

中

地

区
公
民
館

参
加
グ
ル
ー
プ
和
裁
グ

ル
ー
プ

着
付
グ
ル
ー
プ
、
フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ジ
グ
ル
ー
プ
、
油
絵
グ
ル

ー
プ
、
手
芸
グ
ル
ー
プ
、

峰
友

会
(
書
道
)
、
大
村
陶
芸
グ

ル

ー
プ
、
中
地
区
俳
句
会
、
フ
ラ

午

…

人

権

(

身

の

よ

)

相

談

一

(
毎
月
第
一

木
曜
日
)

日
時
十
一
月
一
日
午
前
一

九
時
三
十
分

t
午
後
三
時
…

~竺j

t ;ill 
l相で
l 談す

l下べ
さて

1 い無
料

i で

日
時
十
月
二
十
四
日

前
十
時

1
午
後
三
時

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

ン
ス
刺
し
。
ぅ
グ

ル
ー
プ
、

あ

ざ
み
グ
ル
ー
プ
(
料
理
)、

池

坊
、
裏
千
家
、
宗
偏
流
、
茶
実

会

-8ミリ自作
映
画
鑑
賞
会

毎
年
、
大
変
好
評
の
8
ミ
リ
自

作
映
画
鑑
賞
会
を
今
年
も
「
長
崎

8
ミ
リ
ク
ラ
ブ
」
の
ど
協
力
に
よ

り
開
催
し
ま
す
。

鑑
賞
希
望
者
は
お
申
込
み
下
さ

日
時

十
一

月
八
日

午
後
七
時

t
九
時

場
所

中
央
公
民
館

作
品
名

川
帆
船
サ
グ
レ
ス
(
十
五
分
)

ω幸
物
分
校
(
二
十
分
)

間
陶
郷
の
夏

(
四
分
)

凶
バ
チ
カ
ン
(
十
七
分
)

矧
子
喝
の
詩

(
二
十
分
〉

附
暁
を
見
ず
に
(
二
十
分
)

川
長
崎
の
詩

(
二
十
分
)

申
込
先

電
話
で
中
央
公
民
館

(曾
②
l
四一一一
一
一
一
)
へ

-
児
童
読
書
感
想

発

表

大

会

市
立
図
書
館
で
は
、

読
書
週
間

に
ち
な
ん
で
児
童
読
書
感
想
発
表

大
会
を
行
い
ま
す。

お
誘
い
合
せ
多
数
ご
来
聴
下
さ

ぃ。

十
月
二
十
二
日

午
後
二
時
か
ら

場

所

市

民
会
館
三
階
会
議
室

発
表
者

市
内
小
学
校
推
せ
ん
児

童
二
十
人

日
時

-
移
動
芸
術
祭

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「ジ
l
ザ
ス
・
ク
ラ
イ
ス
ト

H

ス
ー
パ
ー
ス
タ

l
」
公
演

|
|
前
売
券
発
売
中

l
t

乙
の
公
演
は、

す
ぐ
れ
た
舞
台

芸
術
を
多
く
の
人
に
鑑
賞
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
文
化
庁
が
移
動
芸

術
祭
と
し
て
巡
回
公
演
を
し
て
い

る
も
の
で
す。

入
場
券
は
枚
数
に
制
限
が
あ
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
お
求
め
下
さ

十
一
月
二
十
五
日

(
日
)

午
後
六
時
三
十
分
間
演

場
所

市
民
会
館
ホ

!
ル

入
場
料
一

般
H
千
八
百
円

(当
日
二
千
円
)

小
中
高
生
H

七
百
円

(
当
日
九
百
円
)

前
売
券
発
売
所

森
竹
電
気
居、

ア
オ
パ

ラ
ジ
オ
居、

原
田
楽
器

庖
、
牧
島
楽
器
庖
、
長
崎
書
居

商
工
会
議
所、

市
役
所
市
民
相

談
室
、
中
央
公
民
館
、
中
地
区

日
時

公
民
館
、
教
育
委
員
会

※
詳
し
く
は
社
会
教
育
課
へ

-
県
勤
労
者
美
術
展

会
場
・
会
期

。
長
崎
会
場
(県
立
美
術
博
物
館
)

来
年
二
月
一
日

t
六
日
ま
で

。
佐
世
保
会
場

(
佐
世
保
玉
屋
デ

パ
ー
ト
)
来
年
二
月
十
五
日

t

十
九
日
ま
で

種
目

絵
画

(洋
画、

日
本
画
、

南
画
)
、
書
.
写
真

出
品
資
格
県
内
に
住
居
を
有
す

る
勤
労
者

(出
品
種
目
を
職
業

と
す
る
人
は
除
く
)

出
品
点
数
自
作
未
発
表
の
も

ω

で一

人

一
点

出

品

料

無

料

出
品
申
込
み
・
作
品
の
搬
入

来
年

一
月
八
日
1
十
二
日
ま
で

に
長
崎
労
政
事
務
所
ま
た
は
佐

世
保
労
政
事
務
所
へ

※
詳
し
く
は
県
労
政
福
祉
課

(雷

長
崎

@
li
--
一一

)
へ

-
引
空
廠
殉
職
者
慰
霊
祭

ど
遺
族
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

関
係
者
多
数
の
参
拝
を
お
願
い
し

ま
す
。

日
時

場
所

十
月
二
十
八
日
(
日
)

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

慰
霊
塔
公
園

(市
内
協
和
町
)

-
市
民
劇
場

第
閃
回
例
会

劇
団
俳
優
座

「お
気
に
召
す
ま
ま
」

十
一
月
四
日
へ
日
)

午
後
六
時
三
十
分
開
演

場
所

市
民
会
館

主

催

大

村

・
諌
早
市
民
劇
場

※
詳
し
く
は
大
村

・
諌
早
市
民
劇

場
事
務
局

(

曾

@
l三
七
二

九
)
ま
た
は
社
会
教
育
課
へ

日
時

-
自
衛
隊
創
立
伺
周
年

記

念

式

典

参場
加地所
部 内
隊 陸午 十
上前一
白 十月
衛時四
隊三 日
大 十(
村 分日
駐か )

とら
ん

日
時

大
村
、

竹
松
両
部
隊
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講

ム一
A

習

-
木
版
画
に
よ
る

手
鴨
つ
く
り
年
賀
状
教
室

毎
年
好
評
の
、
つ
く
っ
て
楽
し

い
も
ら
っ
て
嬉
し
い
木
版
画
に
よ

る
「
手
づ
く
り
年
賀
状
教
室
」
を

開
き
ま
す
。

期
間
十
一
月
七
日
1
十
二
月
十

一
一
日
(
毎
週
水
曜
日
、
午
後
七

時

t
九
時
、
六
回
)

場

所

中

央
公
民
館

対

象

成

人

定
員
三
十
人

受
講
料

無
料

(教
材
費
は
自
己

負
担
)

講
師
岩
永
憲
治
先
生

申
込
先

電
話
で
中
央
公
民
館
へ

(雷
②
!
四
三
二一

)

.

料

理

教

室

ー

一
三
七
六
)

受
付
開
始
十
月
二
十
三
日
か
ら

-
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

座

講

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
で
は
、

初

心
者
を
対
象
と
し
た
フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ

ン
講
座
を
聞
い
て
い
ま
す
。

受
講
希
望
者
は
お
申
込
み
下
さ
い

期

間

十

月

t
来
年
三
月
ま
で
の

毎
週
金
曜
日
(
午
後
六
時
三
十

分
か
ら
約
二
時
間
)

場

所

勤

労
青
少
年
ホ
l
ム

対
象
受
講
料

申
込
先
働
く
青
少
年

・
婦
人

無
料
(
材
料
費
は
実
費
)

勤
労
青
少
年
ホ
i
ム

(
雷
③
l
一
三
五
三
)

-
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

フ
ォ
ー
ク
ダ
ジ
ス
の
基
礎
を
中

心
に
、
初
心
者
を
対
象
に
教
室
を

聞
き
ま
す
。
後
半
は
ク
リ
ス
マ
ス

の
曲
な
ど
も
学
習
し
ま
す
。

期
間
十
一
月
七
日

t
十
二
月
十

九
日
(
毎
週
水
曜
日
、
午
後
七

時

t
九
時
、
七
回
)

場

所

中

地
区
公
民
館

対

象

一

般

定

員

五

十
人

受
講
料

無
料

講

師

中

沢

均
先
生

申
込
先
電
話
ま
た
は

ハ
ガ
キ
で

中
地
区
公
民
館

(
松
並
一

丁
目

二
四
六
l
五
、
震
@
l
一
三
七

六
)
へ

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

清

和

園

へ

一

マ
県
す
し
組
合
大
村
支
部

(
支
-

(

代

表

者

鶴

田

栄

次

)

八

万

四

-

一

香

典

返

し

敬

称

略

-

般

寄

付

敬

称

略

千

八
百

九

十

円

部

長
吉
岡
昭
八
郎
)
夕
食
招
待

一

マ
佐
世
保
花
王
製
品
販
売
株
式
一

一

社

会

福

祉

事

業

費

へ

社

会

福

祉

事

業

費

へ

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

一

会
社
U
粉
石
け
ん
ほ
か

マ
長

一

一

マ
森
ス
ミ
子

(
池
田
郷

・
亡
夫

マ
高
木
武
雄

(坂
口
町
)
二
万

マ

浦
田
フ
ミ
(
日
泊
郷
)
子
供

崎
県
緑
化
推
進
委
員
会
H

草
花

，

円

マ
大
村
市
民
踊
協
会
(
本

用
綿
入
れ
は
ん
て
ん
と
金
一

封

一

段

一一
万
円

マ
谷

口
正
兵

竹
良
子
会
長
)
一
万
円

マ
ホ

を
大
村
子
供
の
家
へ

種

子

多

数

マ
今
村
正
春
(
古

一

一

(
古
町
二
丁
け

・
亡
父
正
一
一
)
ワ
イ
ト
パ
レ

ス
(
支
配

人
江
口

マ
山
田
孝
昌
(
富
の
原
二
丁
目
)
町
一
丁
目
)
映
写
と
菓
子
五
十
一

一

五
万
円

マ
島
田
初
次

(
松
山
直
行
)
一
一
万
九
千
二
百
四
十
六

三

万
円
と
大
皿
三
枚
を
慈
恵
荘
袋

マ
光
と
緑
の
園
向
陽
寮
圏
一

一
町
・

亡
長
ギ
ン
)
五
万
円

円

マ
大
村
高
校
二
年
七

組

へ

児

十
三
人
H
遊
戯
慰
問

-

家
庭
料
理
を
中
心
に
実
際
的
な

料
理
の
教
室
を
聞
き
ま
す
。

期
間
十
一
月
十
五
日

1
来
年
三

月
二
十
七
日
(
毎
月
第
三
・
第

四
木
曜
日、

午
前
九
時
三
十
分

l
正
午、

十
一
回
)

場
所
中
地
区
公
民
館

対
象

婦
人

定
員
三
十
人
(
前
回
受
講
さ
れ

た
人
は
ど
遠
慮
下
さ
い
)

受
講
料
無
料
(
材
料
費
は
実
費
)

講
師

柳
原

淳

先

生

申

込

先

中
地
区
公
民
館

(
雷
③

-
昭
和
日
年
度

防
火
管
理
者
講
習
会

十
一
月
二
日
、
三
日

午
前
九
時

t
午
後
四
時
三

十
分
ま
で

場
所

諌
早

・
大
村
高
等
職
業
訓

練
校
(
諌
早
市
字
都
町
)

受
講
受
付
十
月
二
十
二
日
ま
で

申
込
先
大
村
・

諌
早

・
小
浜
消

防
署

※
詳
し
く
は
大
村
消
防
署

(
雷
②

ー
四
一
一
一
一
八
」
ま
た
は
宮
小
路

出
張
所

(禽
@
l
八
O
一
七
)

へ
日
時ス

ポ
ー

ツ

-

市

長

杯

車
球
大
会
成
績

九
月
三
十
日
、
市
民
体
育
館
で

卓
球
協
会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し

た
。二

般
明
子
〕
①
森
光
政
②
樋
上

隆
昭
③
相
川
渉
児
③
朝
長
靖
彦

こ
般
女
子
〕
⑦
桶
谷
京
子
②
三

浦
康
子
③
秀
島
敏
子

〔
壮
年
男
子
〕
①
土
屋
初
義
②
開

田
厚
③
前
田
秀
征
、
出
口
裕
徳

〔婦
人
)
①
増
元
マ
ス
子
②
伊
藤

る
り
子
③
池
田
カ
ヂ
、
山
口
鏡
子

〔小
学
生
男
子
〕
①
山
口
浩
史
②

高
以
良
元
③
松
尾
剛
、
中
村
一
郎

〔小
学
生
女
子
〕
①
浜
脇
真
由
美

②
熊
谷
み
さ
え
③
小
坂
佳
代
、
田

中
仁
美

-
サ
ッ
カ
ー
協
会
長
杯

績

成

九
月
二
十
九
日
、
三
十
日
の
両

日
、
市
営
陸
上
競
技
場
で
大
村
市

サ
ッ
カ
ー
協
会
の
主
催
で
行

わ
れ

古品

l
u
ι
~

。

①
中
央
小
@
三
城
小
③
西
大
村
小

そ

の

他

-
稲
刈
・
み
か
ん
採
取

賃
金
が
決
ま
る

農
業
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
十

四
年
の
稲
刈

・
み
か
ん
採
取
な
ど

の
標
準
賃
金
を
次
の
と
お
り
決
め

ま
ι
l
)
ムん
。

稲
刈
・
み
か
ん
粍
取
賃
金
(
一

日

当
り
食
事
な
し
)

〔男
〕

三
千
五
百
円

(女
〕

三
千
円

バ
イ
ン
ダ
ー
に
よ
る
稲
刈
料
金

(結
束
紐
を
含
む
、
食
事
な
し
)

〔
十
ア
ー
ル
当
り
〕

七
千
円

※
な
お
、
ほ
場
な
ど
の
条
件
に
よ

り
二

O
M
m以
内
で
料
金
増
の
請

求
が
で
き
る
。
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